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昭
和
ω
年
ロ
月
に
川
端
康
成
原
作
の
「
伊

豆
の
踊
子
」
で
ス
ク
リ
ー
ン
・
デ
ビ
ュ
ー
し

た
山
口
百
恵
は
、
一
作
ご
と
に
女
優
と
し
て

め
ざ
ま
し
い
成
長
を
と
げ
、
そ
の
成
熟
を

6

年
後
、
同
じ
川
端
康
成
原
作
「
古
都
」
で
見

事
に
結
実
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

川
端
文
学
独
得
の
妖
し
げ
な
美
し
さ
を
基

調
に
、
離
れ
ば
な
れ
に
生
き
る
運
命
を
せ
わ

っ
た
美
し
い
双
子
の
姉
妹
の
出
会
い
、
互
い

の
弧
独
と
愛
、
娘
ご
こ
ろ
の
哀
歓
、
さ
ら
に

親
と
子
の
断
ち
切
り
が
た
い
粋
を
名
匠
・
市

川
箆
が
華
麗
に
浮
き
彫
り
に
す
る
。

京
都
の
四
季
を
背
景
に
、
山
口
百
恵
の
美

し
さ
・
魅
力
の
す
べ
て
を
映
像
化
す
る
「
古

都
」
は
、

H
百
恵
ス
ク
リ
ー
ン
・
フ
ィ
ナ
ー
レ

H

に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
い
え
る
。

山
口
百
恵
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
!
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も

の

が、

た

働

い

て

い

る

。

苗

子

に

は

互

い

に

思

い

を

寄

せ

あ

つ

で

い

る

清

作

と

い

う

恋

人

が

い

る

。

せ

っ

か

く

会

え

た

姉

妹

で

あ

っ

た

が

、

苗

子

は

環

境

の

違

う

姉

の

幸

福

を

気

づ

か

つ

て

雑

踏

の

中

に

姿

を

か

く

す

。

八

月

の

末

、

北

山

杉

の

苗

子

を

た

ず

ね

た

千

重

チ

は

、

夕

立

の

中

で

苗

子

と

抱

擁

し

姉

妹

の

実

感

に

感

動

す

る

。

太

吉

郎

の

店

の

経

営

が

思

わ

し

く

な

い

こ

と

か

ら

、

真

一

の

兄

の

竜

助

は

千

重

子

に

助

一

一

一

目

す

る

。

そ

し

て

次

第

に

千

重

子

に

ひ

か

れ

て

い

く

自

分

を

感

じ

、

決

心

し

て

求

婚

す

る

。

冬

が

来

て

粉

雪

が

舞

う

夜

、

今

度

は

苗

一

が

千

重

子

の

家

を

訪

ね

た

。

太

吉

郎

と

し

げ

は

初

め

て

見

る

苗

子

の

そ

っ

く

り

ぶ

り

に

目

を

見

張

る

。

千

重

子

の

部

屋

で

姉

妹

は

し

み

じ

み

と

語

り

ム

ロ

う

。

「

苗

子

さ

ん

、

結

婚

の

こ

と

を

お

考

え

や

し

た

:

:

:

。

千

重

子

は

結

婚

し

ま

す

」

夜

明

け

前

に

帰

る

苗

子

を

千

重

子

は

見

送

る

。

「

千

重

子

さ

ん

、

一

生

の

し

あ

わ

せ

ゃ

っ

た

と

忘

れ

ま

へ

ん

」

「

さ

い

な

ら

。

ま

た

、

来

と

く

れ

や

す

な

」

そ

の

一

言

葉

に

黙

っ

て

首

を

横

に

振

っ

た

苗

は

会

主

化

粧

の

町

を

っ

て

ゆ

く

の

だ

っ

た

。
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-
キ
ャ
ス
ト

千
重
チ

(
二
役
)
:
:
:
:
:
:
山

苗
チ

太
吉
郎
(
千
重
子
の
父
)
:
・
:
実

し
げ
(
千
重
チ
の
母
)
:
・
:
・
岸

清
作
(
樵
夫
)
:
:
:
:
:
:
:
三

真
一
(
大
学
生
)
:
:
:
:
:
:
北

竜
助
(
そ
の
兄
)
;
:
:
:
・
:
・
沖

秀
男
(
織
屋
)
:
:
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
石

水
木
弥
平
(
真
一
の
父
)
・
:
加

大
友
宗
蔵
(
秀
男
の
父
)
:
・
浜

遠
藤
(
北
山
杉
の
主
人
)
:
・
小

剣
持
(
番
頭
)
:
:
・
・
・
・
:
・
・
・
・
・
常

正
予
(
千
重
チ
の
友
人
)
・
:
泉

お
茶
屋
の
お
か
み
:
;
:
・
:
宝

芸
者
:
・
:
:
:
:
:
:
山

遠
藤
の
奥
さ
ん
・
・
・
・
・
・
・
・
:
:
三

村
の
娘

j
i
-
-
:
・
:
:
富

ロ

百

恵

，巳4•ヲ
イ

ナ
l

持死落め二 引 会度に を訪 け U -・ーレ II の 親る子重らあのさ重し
主しち千人千き「う詣お祇見ねあは H II 身千子。の子盗ま夜れ子て佐
のたて重の重合: 。り諸国かたる父|臨ん II の重以し下はんり桜たが何回
家。死子父子ゎ;娘をり祭け千日の噛畠脳 II 上子上かに信でにのの父不千
に孤にをはとせあはしにに驚重、作 l・圃艦J時二 II をがにし捨じし可下は母自重

世児、捨北苗どん千て行賑く子清つ 打幼深千ててま愛に中か由子
話に母て山子すた重いつわ。は滝た多服下が郎 つなにあをち思II い重らいつい寝学らなは
になもた杉は」、子るたう 、川着か物絵らは千たい千ま持明染愛子れなたのか生実く京

なつあがの双 姉の瓜千宵 自沿物っゃな名問重。も重りつけみでとたいとできの子、呉
りたと、職子 さ子二重山 分いがた帯ど人屋子 の子にてたの結父捨。父、れとで美服

、苗を間人の?んをつ子の との好。はを気のの をはもいの真ば母子店母悪できなし問
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そ山う杉苦つ 様。再こ旅 りのた重返そ染あ田 びののだにけた、つががりん。をた人

こ杉にかのた の びで所 の村。子品の織り太 した真が好白。実てら、な坊祇知。娘

での病らた。 b-. ，出七」 娘を だが呉のな吉 かり一、意分 のい格千がが園ら千と

li
EEE,

+
右

子和樹也之武純

昭
二

富
士
男

じ
ゅ
ん

あ
や
子

ゆ
か
里

美
紀

亜
古

詰浦

信雅友友恵延

田林村藤田沢依本生


